
野社長

こ
と
か
ら 、
コ
ス
ト

が
大
き
い
な
ど
と
い

問
題
が
発
生
し
て
い

し
拡
販

年11

国�：
発
売

お怨'，3,"郊蕊ぷ心蕊澤姦ぷ岱災ぶ硲約捻唸硲給l

J
F
E
商
事
が
米
国
の
薄
板
建
築
需
要
の
活
況
や 、
昨
年
は
メ
ル
社
で
図
抜
け
た
純
利
益
を
諒
ぎ
出
間
違
い
な
い 。

き
た 。
リ
ー

マ
ン・
シ
ョ
ッ

ク
後

材
製
造・
販
売
会
社 、
カ
リ
フ
ォ
ク
マ
ー

ル
と
な
る
熱
延
コ
イ
ル
の
す
原
動
力
の一
っ
と
なっ
た 。

近
年
は
活
況
に
沸
く
各
社
の
米
の
2
0
0
9
年
に
は
売
上
げ
が
6

ル
ニ
ア・
エ
ク
ス
パ
ン
デ
ッ
ド・

ス
ポ
ッ
ト

市
況
が
ト
ン
当
た
り
2

海
外
に
お
け
る
建
材
事
業
拡
大
国
事
業
だ
が 、
実
際
に
は
順
風
満
割
減
と
な
っ

た
が 、
こ
れ
を
耐
え

メ
タ
ル・
プ
ロ
ダ
ク
ツ
社
(
C
E

千
店
を
超
え
た
こ
と
で
薄
板
建
材
を
今
中
計
で
揺
げ
る
J

商
は 、
東
帆
な
局
面
ば
か
り
で
な
い 。
今
で
抜
き
今
日
の
利
益
貢
献
に
至
っ

て

M
C
O、
セ
ム
コ）
を
買
収
す
る 。
事
業
の
収
益
性
は
大
き
く
高
まっ
南
ア
ジ
ア
で
は
ベ
ト

ナ
ム
の
薄
板
こ
そ
業
界
で
目
を
引
く
M
I
S
I

い
る 。

コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ

ク
後
の
世
界
鉄
鋼
て
い
た 。

リ
ロ
ー

ラ
ー 、
ト
ン・
ド
ン・
ア
の
C
D
B
S
も
リ
ー

マ
ン・
シ
ョ

足
元
の
米
ホ
ッ
ト

市
況
は
昨
年

市
場
で
米
国
は
特
に
鋼
材
市
況
の

そ
の
最
た
る
例
が
伊
藤
忠
丸
紅
(
T
D
A)
の
増
資
を
引
き
受
け 、
ッ

ク
で
は
苦
雛
を
味
わ
い 、
ワ
ー

の
ピ
ー

ク
か
ら
半
値
ほ
ど
に
なっ

上
昇
が
大
き
く 、
同
国
事
業
の
有

た
が 、
世
界
の
中
で
は
な
お
高
値

再
編
が
進
み 、
米
の
薄
板
而
洛
ま

喜正髯
出
胃

論

翌、
米

量
病
市
場
に
紐

醤

[`
IJ
7
A
口
[
」
[
〗

し
た
前
期
は
北
米
事
業
の
貢
献
が

い
戸い
い
汀
喜
闘一

成
功
の
カ
ギ
は
「
長
期
的
育
成」
[

O
F
R
Br

鰐

戸廷し

化
す
る 。

気
減
速
懸
念
と
い
っ

た
当
面
の
先

米
国
は
カ
ン
ト
リ
ー
リ
ス
ク
が
鉄
鋼
(
M
I
S
I
)

の
C
D
B
S

計
画
を
実
行
し
て
き
た 。
か
ね
て
ジ
ン
ト
ン・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー

ズ
行
き
に
不
透
明
感
は
あ
る
も
の

ッ
ト
と
し
て
き
た
と
の
事
業
統
合
や
体
質・
機
能
頭
の 、
長
期
的
観
点
か
ら
腰
を
据
え

比
較
的
低
い
先
進
国
に
し
て
人
口
（
ク
ラ
ー

ク
ウ
エ
ス
タ
ン・
デ
ィ

米
国
も
タ
ー

ゲ

が
増
え
続
ー
ト
リ
ッ

ク・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ・
が 、
売
り
手
側
が
頭
気
に
な
っ

て
化
を
進
め
た
こ
と
で
今
の
収
益
基
て
取
り
組
む
こ
と
こ
そ
が
米
事
業

ュ

ー
ス

け
て
い
る
シ
ス
テ
ム
ズ）
だ 。

眉
フ
レ
ー

い
た
こ
と
も
あ
り
慎
重
丘
欝
を
盤
を
築
い
た 。

「
成
功」
の
カ
ギ
と
な
る 。
2
年

-

h
市
場 。
中
ム
と
付
属
製
墓
臀
扱
う
非
住
重
ね
た
よ
う
だ 。
今
回
の
買
収
金

J
商
の米
国
事
業
も 、
構
造
用
後
に
設
立
か
ら
50
年
を
迎
え
る
セ

も
住
宅
宅
向
け
の
米
最
大
手
と
し
て
C
D

額
は
非
公
表
だ
が 、
セ
ム
コ
の
事
鋼
管
を
造
る
V
E
S
T
は
1
9
8
ム
コ
は
J

商
の
も
と
で
ど
の
よ
う

の
周
辺
丘
倉
庫
と
B
S

は
高
い
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
発

璽
摸か
ら
も
J

商
の
海
外
展
開
7
年
に
当
時
の
川
鉄
商
事
が
買
収
な
歴
史
を
刻
ん
で
い
く
だ
ろ
う

い
っ

た
建
揮 。
前
期
に
M
I
S
I

が
鉄
鋼
商
に
と
り
太
き
な一
歩
と
な
る
の
は
し 、
長
年
の
歳
月
を
か
け
育
て
て
か 。

（
黒
澤
広
之）

｀
 

同
社
は
2
0
1
4
年
4
し
て
の
認
知
度
向
上
や 、
原
5
万
砂 、
産
廃
物
が
10
万
砂 。

新
し
い
取
り
組
み
も
実
施

月 、
共
英
製
鋼
グ
ル
ー

プ
ヘ
料
（
マ
テ
リ
ア
ル）
を
取
り

社
名
は
変
更

し
た
が 、
今
し
て
い
る 。
現
場
と
事
務
員

屡
定
的
な
製
鋼
原
料
供
給
扱
う
企
業
と
し
て
さ
ら
な
る
後
も
安
全
講
習
会
や
作
業
環
が
合
同
で
産
廃
物
の
分
別
な

11
斤
こ
f

益
歴元
）
ナ
(7
レ
璽
圭
反公一』ビ
舌
う
ゞ
ミ、
A
7

蕪
り
窒
肯1
古
手
合"M1考生
き
ふ
う
亡
に
豊
習
Ar4
ぶ-
E-
了

員
の
紹
介
や
社
内
行
事
な
ど
を
写
真

付
き
で
ア
ッ

プ
し
て
い
る 。
「
新
卒

▽:'
「
5
月
に
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
(
H
・

中
途
問
わ
ず 、
各
拠
点
で
採
用
の

P)

を
刷
新
し
た 。
さ
ま
ざ
ま
な
観
閻
口
を
広
げ
て
い
る 。
そ
の
中
で 、

点
か
ら
当
社
に
プ
ラ
ス
に
働
い
て
い
従
業
員一
人
ひ
と
り
が
周
囲
に
当
社

る」
と
話
す
の
は
ス
テ
ン
レ
ス
ス
ク
を
P
R
し
て
く
れ
て
い
る
お
か
げ

ラ
ッ
Z采
の
阪
神
金
属
興
業 、
川
本
で 、
直
近
で
は
縁
故
採
用
が
増
え
て

い
る」
と
い
う 。
さ
ら

泰
行
社
長 。

道

喜

薔

レ
に
「
H
P
か
ら
当
社
の

竺
馴

9

翡
tu
[

て
い
る 。

▽・9.
H
P
の
刷
新
以
外
に
も
認
知
度 ，

▽
…

「
刷
新
し
た
H
P
を
通
し
て 、

向
上
の一
環
と
し
て 、
同
社
が
本
社

新
規
の
引
き
合
い
や
問
い
合
わ
せ
な
を
置
く
大
阪
府
高
槻
市
の
市
バ
ス
へ

ど
が
以
前
よ
り
も
増
え
た 。
『
モ
ノ
の
自
社
広
告
を
開
始
し
た 。
「
当
社

言
わ
ぬ
営
業』
と
し
て
活
躍
し
て
く
を
知
る
機
会
の
ひ
と
つ
と
な
れ
ば
良，

れ
て
い
る」
と
笑
顔 。
そ
の
ほ
か 、

い 。
さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
を
通
し
て
ア

刷
新
し
た
H
P
に
は
各
拠
点
の
従
業
ピ
ー

ル
し
て
い
き
た
い」
と
語
る 。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
刷
新

き
た 。
今
後
は
正
規
代
狸

店
で
取
り
扱
い 、
幅
広
い

ユ
ー

ザ
ー

ニ
ー

ズ
を
捕
捉

し
て
い
く 。

ア
イ・
テ
ッ

ク

内
部
統
制
に「
重
要

な
不
備」

報
告

金
銭
不
正
授
受

問
題
に
絡
み

ア
イ・
テ
ッ

ク
は
18
日 、

金
融
商
品
取
引
法
に
基
づ

き
6
月
に
財
務
省
東
海
財

務
局
へ
提
出
し
た
2
0
2

2
年
3
月
期
内
部
統
制
報

の
課
題
に
気
が
付
い

告
書
で 、
財
務
報
告
に
係

南
貿
易
が
ト
ワ
ロ
ン

る
内
部
統
制
が
有
効
で
な

ー
デ
ィ
ン
グ
に
開
発

い
旨
の
記
載
を
し
た
と
公

頼
し 、
同
社
の
拇
意

表
し
た 。

し

昨
年
7
月
に
明
ら
か
に

る
「
錆
び
な
い」
を

セ
プ
ト

と
し
て 、
合

ー
が
少
な
く
工
場
発
生
も
同
様
に 、
現
揚
で
組
み
立
の
「
越
後
杉」 。
軽
く
て
し
た
鉄
骨
工
事
請
負
事
業

脂
被
覆
鉄
線
と 、
F

旺
盛
で
は
な
い 。
マ
ー

ケ
て
ら
れ
る
「
ノ
ッ

ク
ダ
ウ
湿
気
に
強
く 、
木
目
が
美
で
の
金
銭
不
正
授
受
に
絡

、
樹
脂
成
型
品
を
部

ッ
ト

環
境
は
ま
だ
改
善
さ
ン
エ
法」
を
採
用
し 、
掃
し
い
杉
の
中
で
も 、
高
湿
み 、
発
注
額
の
妥
当性
を

遮
定 。
各
部
材
の
接
長
さ
が
槙
準
品
と
同
じ
6
鉄
君
津
地
区
の
協
カ

ー
ナ
を
引
き
抜
く
こ
と
が

足
元
で
は
製
鉄
所
関
係
サ
イ
ク
ル・
リ
ュ
ー

ス
性
メ
ー

カ
ー

も
あ
り 、
鉄
ス
欠
い
て
い
る 。
一
方 、
発
れ
て
い
な
い 。

除
や
引っ
越
し
の
際
に
も
多
湿
な
日
本
の
環
境
に
遮
検
証・
承
認
す
る
体
制
が

合
に
日
本
古
脳
で
あ
り
な
が
ら 、
運
搬
下 、
2
0
2
0
年
8
月
に
で
き
た 。
ま
た 、
作
業
者
や
電
池
製
造
関
係
な
ど 、

の
高
い
製
品 。
S
D
G
S
ク
ラ
ッ

プ
需
要
は
精
彩
を一
生
は
連
日
の
猛
暑
で
ヘ
ビ

分
解
し
て
持
ち
運
べ
る 。

し
て
い
る
と
い
う 。

不
十
分
で
あ
っ

た
こ
と
な

シ
ン
グ
ル・
セ
ミ
ダ
ブ
ル

カ
ス
タ
ム
ベ
ッ
ド

を
め
ど
か
ら 、
17
年
8
月
期
の

来
の
技
術
で
時
は
4.
3
脳
ま
で
し
ま
プ
ロ
ト

タ
イ
プ
を
試
験
的
か
ら
は
高
所
作
業
で
の
安
多
く
の
バ
グ
フ
ィ

ル
タ
ー

の
観
点
で
も
国
内
外
に
向

を
発
売
す
る 。
ス
ペ
イ
ン
現 。
国
内
林
業
の
活性
化
・

ダ
プ
ル・
ク
イ
ー
ン
の
ぐ
っ

て
は 、
昨
年
7
月
か
報
告
書
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ

が
屯

あ
る
ク
サ
ビ
い
込
む
こ
と
が
可
能 。
運
に
設
置 。
曝
露
実
験
の
結
全
性
施
工
効
率
向
上
に
寄
使
用
企
業
か
ら
問
い
合
わ
け
て
P
R
し
て
い
き
た

構
造
を
用
い
搬
コ
ス
ト

が
削
減
で
き
果 、
全
く
錆
び
る
こ
と
な
与
す
る
と
の
声
が
聞
か
れ
せ
を
受
け
て
お
り 、
開
発
い」
と
意
気
込
む 。

り
と
3

の
デ
ザ
イ
ナ
ー

と
コ
ラ
ボ
に
も
つ
な
げ
て
い
く 。

各
サ
イ
ズ
に
加
え 、
高
さ
ら
応
援
購
入
サ
ー
ビ
ス
て
重
要
な
不
備
が
あ
る
と

レ
ー

シ
ョ
ン
し 、
板
金
に

カ
ス
タ
ム
ベ
ッ
ド

は 、

や
長
さ 、
幅
を
1ff

編手
位
「
M
a
k
u
a
k
e」
を
通
報
告 。ま
た
判
明
後
の
22

る
こ
と
で 、

る 。
重
さ
も
同
半
分
以
下
＜
容
易
に
ろ
布
か
ら
リ
テ
た 。

者
は
「
時
代
に
合っ
た
リ

杉

ッ

を

活

よっ
て
シ
ン
プ
ル
か
つ
シ
こ
れ
ま
で
多
く
の
同
鈷琴
で
調
整
で
き
る
な
ど
「
お
じ
て
先
行
予
約
販
売
し 、
年
3
月
期
の
末
日
時
点
で

後
ー
ア
J

術

ー
ム
レ
ス
な
形
状
を
実
品
に
携
わっ
て
き
た
マ
ル
好
み
の
マ
ッ
ト
レ
ス
に
合
自
檬
金
額
を
大
き
く
上
回
も 、
全
社
的
な
内
部
統
制

ー
・

技

叫醗I
,

,i
セ
ロ・
ア
レ
グ
レ
氏
わ
せ
た
フ
レ
ー

ム
づ
く
る
支
援
を
獲
得 。
新
規
事
に
つ
い
て一
部
是
正
措
置

応
が
デ
ザ
イ
ン 。
一
般
り」（
同
社）
を
目
指
す 。
業
の一
っ
と
し
て 、
製
品
が
完
了
し
て
い
な
い
と
分

ぶ

-.

,

i
r

的
な
パ
イ
プ
に
よ
る

す
の
こ
は 、
新
濶
県
産
化
に
向
け
改
良
を
重
ね
て
か
り 、
同
様
に
報
告
し
た 。

旦

日
。

負
担
軽
減

5

9

鳴

瀑

且
・
□
5

[

？独

構
成
に
対
し 、
板
金

た 。

開
発
は
2
年
の
歳
月
を

ク

（
海
上）
が
買
値
を
引
き
＿·-

ア

7
ど

□以 ，
9

／-

上
げ 、

悶
か
ら
は
下
げ

至

ン

な
～

一

且

応

釘

昇

潮
目
が
変
わ
り
つ
つ
あ

性・

「
R
e
B
か
け
て
行
わ
れ
た 。
リ
テ

r̂

；ど

を
は
じ
め
階
段
製
品

の
係
数
で
算
定
し
た
処
理

ツ

板
-

,

--
ジ

な
ど
で
培っ
て
き
た

→

国
内
シ
ュ
レ
ッ

ダ
ー

設
備
処
理
能
力

能
力
は
年
6
4
0
万 トン。

o
r
n」
は 、
ー

ナ
の
改
善
を
求
め
る
日

祉
広

輸
出
向
け
引
き
合
し
上

向
＜

止
ま
り
感
が
漂
っ

て
い

否
ギノ

ド
金

；

る 。
商社
筋
は
「海
麻
向

5

-

t

独
自
の

技喜
ベ
ー

〗

年
640

万卜
ヘ

篇
率
40
%

こ
れ
に
対
し 、
21
年
の
シ

ヵ
r

蓮
で
は 、
現
在
の
主
比
較
で
は
試
験
デ
ー

タ
な

関
西
地
区
の
鉄
ス
ク
ラ

5
月
か
ら
続
い
た
相
場
て
お
り 、
ベ
ト

ナ
ム・
韓
国
け
へ
の
け
ん
制
に
も
な
り

ー
あ
る
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ど
は
遜
色
が
な
い
も
の
ッ

プ
市
況
に
下
望
胄
の
値
下
が
り
は
今
月
に
入
・

台
湾
な
ど
輸
出
商
談
が
そ
う
だ」
と
話
す 。
大
阪

、

ロ一

ス
に 、
4
V
o
C
を

ュ
レ
ッ

ダ
ー

ス
ク
ラ
ッ

プ

含
ま
な
い
晨
塗
装

sR

C
N
達
成
へ
大
型
機
導
入
な
ど
提
案

合
計
出
荷
置
2
5
6
万
砂

遥
部
材
向
け
で
銅 、

の 、
特
に
高
圧
管
で
は
過
感
が
出
て
い
る 。
需
給
は
り 、
様
子
見
横
ば
い
と
な
増
え
て
い
る 。
鉄
ス
ク
ラ
地
区
の
メ
ー

カ
ー

は
買
値

カ
ッ
デ
ン
ア
ー

キ
テ
ッ

?

[
-q

で
仕
上
げ 、
固
く
て

（
国
内
流
通
量
1
9
1

万

箋
な
ど
非
鉄
異
形
圧
去
に
採
用
事
例
が
な
い
こ
依
然
と
じ
て
引
き
締
ま
っ
っ

て
い
た 。
海
外
マ
ー

ケ
ッ

プ
業
は「
今
後
は
購
入
を
据
え
置
い
て
お
り
足
元
ク
（
本
社・
東
京
都
台
東

(
3
三

あ
甍
胃
を
憩
ぐ 。

と
が
ネ
ッ

ク
と
な
っ

て
い
て
い
な
い
が 、
ア
ジ
ア
市
ッ
ト

で
は
ト

ル
コ
向
け
成
に
積
涵
的
で
な
か
っ

た
岸
の
メ
ー

カ
ー

実
質
購
入
値
区 、
社
長・
坂
田
清
茂
氏）

王
一〗

滑
ら
か
な
表
面
と
耐

鉄
ス
ク
ラ
ッ

プ
に
関
す
第
70
号
「
シ
ュ
レ
ッ

ダ
ー

砂 、
輸
出
65
万
砂）
か
ら

r

久
性
を
兼
ね
備
え
る
調
査・
研
究
を
手
掛
け
設
備
の
現
状
と
課
題」
を
稼
働
率
が
40
％
と
推
計
さ

ン
パ
イ
プ
で
る 。
こ
の
た
め 、
低
圧
管
場
の
反
発
の
兆
し
か
ら
輸
約
の
続
伸
な
ど
の
影
響
も
壁
も
購
入
意
欲
が
出
て
き
は
H
2
11
4
万
1
5
0
0
は
今
月
下
旬
か
ら 、
ス
チ

燃
料
配
管
向
け
に
小
や
コ
ン
プ
レ
ッ

サ
ー

部
品
出
商
談
が
増
加
傾
向
に
あ
あ
り 、
ア
ジ
ア
市
場
も
反
そ
う
で
受
け
皿
と
な
る
だ
1
2
千
円
ど
こ
ろ 。

ー
ル
と
越
後
杉
を
組
み
合

る 。

る
鉄
リ
サ
イ
ク
リ
ン
グ・
公
表
し
た 。
副
題
は
「
力
れ
た 。
特
に
関
東
と
北
陸

部
品
の
重
さ
は一

リ
サ
ー

チ
（
略
称・
S
R

ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
達
の
稼
働
率
が
低
く
「
今
後

函
管
で
の
参
入
を
模
な
ど
で
採
用
拡
大
を
図
り
り 、
浜
値
が
地
区
の
メ
ー

発
の
兆
候
が
見
ら
れ
る 。

ろ
う」
と
し「
こ
れ
ま
で
早

底
打
ち
感
は
あ
る
が
需
わ
せ
た
ベ
ッ
ド
フ
レ
ー

ム

）
て
い
る
が 、
現行
の
な
が
ら
高
圧
管
の
採
用
を
カ
ー

買
値
並
み
に
近
付
い
そ
の
た
め
ア
ジ
ア
と
地
区
か
っ

た
荷
動
き
が
少
し
鈍
給
に
タ
イ
ト

感
が
な
い 。

「
K
a
s
t
o
m
B
e
d

国
内
林
業
の
活
性
化
に
も
っ
当
た
り
最
大
25
討
R、
社
長・
林
誠一
氏）

成
に
鍵
に
ぎ
る
シュ
レ
ッ
こ
の
2
地
域
で
の
能
力
増

，
ム
レ
ス
パ
イ
プ
と
の
且恒
し
て
い
く 。

て
い
る 。

の
相勘
の
値
差
が
縮
小
し
化
し
そ
う
だ」
と
話
す 。

炉
体
や
荷
受
け
制
限
す
る
（
カ
ス
タ
ム
ベ
ッ
ド）」

つ
な
げ
る

程
度 。
他
の
製
品
と
は
19
日 、
調
査
レ
ポ
ー
ト

ダ
ー」 。

国
内
の
シ
ュ
レ
頭
投
資
は
避
け
る
べ
き」

ッ
ダ
ー

設
備
の
現
状
整
理
と
指
摘
し
て
い
る 。

鉄
リ
サ
イ
ク
リ
ン
グ・
リ
サ
ー

は
無
料 。

晋
平
氏
の
3
人
を
迎
え
る
_

写
真
と
と
も
に 、
2
0
5
0
年
[
豆匁
と
な
る
廃
車
台
数

チ
（
略
称
·

S
R
R、
社
長・
林

第一
回
と
な
る
今
回
の
ゲ
ス
ト

⑮ 。

の
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
が
50
年
に
は
21
年
比
20
1

誠一
氏）
は
9
月
13
日 、「
鉄
ス
ク
に
は 、
ト

ラ
ン
プ
エ
レ
メ
ン
ト

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
林
社
長
の
講
演
ル
(
C
N)
達
成
に
向
け
29
％
減
と
な
る
シ
ナ
リ
オ
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ャ
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米で薄板建材事業に本格参人
円
安
が
追
い
打
ち、
物
価
高
に
拍
車

業
界
全
体
で
躙
億
円
も

為
替
の
円
安
ド

ル
高
を
背
景
に
企
業
物
価
の
上

昇
が
続
く
中 、
製
鉄
所
な
ど
鉄
鋼
の
製
造
現
場
で

は 、
耐
火
物
や
工
業
薬
品
な
ど
資
吋
而
洛
の
上
昇

が一
段
と
深
刻
さ
を
増
し
て
い
る 。
鉄
鋼
用
の
各

穂
資
吋
価
洛
は
資
源・
エ
ネ
ル
ギ
ー

高
を
背
景
に

今
年
度
上
期
に
急
上
昇
し
た
が 、
下
期
は
円
安
に

よ
る
物
価
高
が
追
い
打
ち
を
か
け
る
形
だ 。
大
手

高
炉
メ
ー

カ
ー

に
よ
る
と 、
下
期
の
購
入
額
は
上

期
比
で
約
10
％
の
上
昇
が
避
け
ら
な
い
と
い
う 。

鉄
鋼
業
界
全
体
の
資
材
同
面
に
入
っ

て
い
る
が 、

購
入
額
は
年
間
1
兆
円
規
資
材
面ー
，
上
昇
に
よ
っ

て

模
と
み
ら
れ
る
が 、
上
期
鉄
鋼
メ
ー

カ
ー

の
製
造
コ

の
10
％
高
に
続
き
「
下
期
ス
ト

は
下
期
も
高
止
ま
り

も
10
％
程
度
上
昇
す
る」
す
る
可
能
性
が
高
い 。

（
大
手
高
炉
メ
ー

カ
ー）

上
期
の
資
材
価
格
上
昇

見
通
し
で 、
今
年
度
の
追
は 、
資
源・
エ
ネ
ル
ギ
ー

加
負
担
は
2

千
億
円
規
模
高
が
引
き
金
と
な
っ

た 。

に
膨
ら
む
計
算
だ 。

上
期
時
点
で
は
為
替
影
響

鉄
鉱
石
や
原
料
炭 、
鉄
は
限
定
的
だ
っ

た
が 、
下

ス
ク
ラ
ッ

プ
な
ど
の
主
原
期
は
為
替
影
響
が
フ
ル
で

料
価
格
は 、
足
元
で
調
整
効
い
て
く
る
見
通
し
だ 。

闘眉鼠」国』東名阪リレ ー座談会I.~．

夷海地区の論客3氏か激論
化
さ
れ
る
ほ
ど
「
リマ

物
の
世
界」
の
大
切去

て
く
る 。
グ
ロ
ー

バ
J�

東
鉄
宇
都
宮
が
”
輸
出
対
抗“

メ
ー

カ
ー

関
係
者
に
よ
る
類 、
包
装
材 、
工
業
ガ
ス

こ
の
ほ
か 、
工
場
建
犀

と 、
下
期
の
追
加
負
担
額
な
ど 。
い
ず
れ
も
購
入
額
な
ど
の
補
修
に
使
う
生
コ

の
う
ち
為
替
影
響
は
4
割
が
大
き
い
資
材
で 、
上
期
ン・
セ
メ
ン
ト 、

脱
硫
用

程
度
に
の
ぼ
る 。

比
で
10
S

30
％
の
上
昇
が
の
活
性
炭 、
排
水
処
理
用

主
要
斑
材
で
下
期
の
値
見
込
ま
れ
て
い
る 。

の
苛
性
ソ
ー

ダ
も
値
上
げ

上
が
り
が
確
実
な
の
は 、

耐
火
物 、
工
業
薬
品
の
ほ

か 、
圧
延
ロ
ー

ル 、
油
脂

つ去協認R出呻

関
東
地
区
で
電
炉
メ
ー

工
場
が
19
日
か
ら
全
品
種
動
い
た 。
19
日
時
点
で
メ
と
な
り 、
4
月
末
か
ら
下一
A

カ
ー

の
鉄
ス
ク
ラ
ッ

プ
購
で
ト
ン
2

千
円
の
買
値
引
ー

カ
］

実
勢
購
入
価
格
げ
局
面
が
続
い
た
市
況
の
値

入
価
格
が
4
月
中
旬
以
来
き
上
げ
を
実
施 。
そ
の
他
(
H
2)
は
ト
ン
4
万
1

千

，．，
＇い

門
訃
判

4
カ
月
ぶ
り
に
値
上
が
り
メ
ー

カ
ー

も
2
千
S
4
5
S
3

千
円
ど
こ
ろ 。
足
元

ー
霊{

―
―
{
-

―
―
―

『

-

I

­

し
た 。
東
京
製
鉄
宇
都
宮
0
0
円
の
追
随
値
上
げ
に
で
ト
ン
2

千
円
強
の
上
昇
一

』
―
-

―
•

I

―
―
―
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こ

イ
ン
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ス
ト
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C
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ム
コ
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ビ
ジ
ネ
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-
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栖 ．バ一
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I
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S
I)

が
母
材
の
メ
イ
ン
ス
を
さ
ら
に
発
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さ
せ
た

ラご年
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―
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ー
と
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て
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と
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う
J
F
E
商
事
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l
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サ
プ
ラ
イ
ヤ

い
る 。
J

商
は
米
国
J
F
情
熱
が
明
確
だ
っ

た」
と

一
ヵ

豆
―
―

―
―-
I

-

E
商
事
に
よ
る
母
材
の
仕
買
収
を
歓
迎
す
る
声
明
を

滋
虻
i

i

-

―
―
―
―

邑
晟

入
れ
力
や 、
ケ
リ
ー

パ
イ
発
表 。
米
国
J
F
E
商
事

ニ
―
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J
F
E
商
事
は
19
日 、
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国
の
薄

ご
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プ
が
持
つ
広
範
な
流
通
拠
H
D
の
山
田
淳
司
社
長

地
i

-
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i
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板
建

醤
造・

欝
会
社 、
カ
リ
フ

・

シ

場

点、
セ
合
の
璽
菜
ッ

(
J
F
E
商
裏
登
界

薫

ぎ

こ

こ

こ

ォ
ル
ニ
ア・
エ
ク
ス
パ
ン
デ
ッ
ド・

江

ト
ワ
ー

ク
と
ベ
ス
ト

の
連
役
員）
も「
セ
ム
コ
を
獲
得

国
；�

二
i

-

―
―

�

芯
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0

携
を
深
め 、
シ
ナ
ジ
ー

を
す
る
こ
と
で
（
鋼
製
薄
板
一

臭
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―
―
―
一
．
一

メ
タ
ル・
プ
ロ
ダ
ク
ツ
社
(
C
E
M

9
[

『
一
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I

C

発
揮
し
て
い
く
考
え 。

建
材
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い
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ポ
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ニ
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E

セ
合
の
レ
イ
モ
ン
ド
ォ
リ
オ
が
満
た
さ
れ
る」

口
需
絋
綾
蒻
45年40、
355

A

戸

M

ミ

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
郡
シ
テ
ィ・

オ
ブ・

，．

C
・

ポ
リ
キ
ン
会
長
兼
C
E
と
コ
メ
ン
ト

を
寄
せ
た 。
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9
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＄
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'
9
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9
9
9
9
9
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ス
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リ
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朴

と
で
合
意
し
た
と

発表
し
た 。
C
E
t

fF
ふ

i
i

雙
流
通
業
は
時
代
と
と
も
に

ァ

M
C
0
は
全
米
3

位
の
鋼
製
フ
レ
ー

[

二ル
i

変
わ
っ

て
き
て
い
る
が 、
現
物
を

ム
メ
ー

カ
ー 。
J

商
は
米
で
薄
板
建

・
文 �

V

ク

フ
一一

扱
う
た
め
の
基
本
戦
略
は 、
高
度

ォ

材
事
業
に
本
格
参
入
し 、
第
7
次
中

響

．

リ
血

経
済
成
長
期
の
こ
ろ
と
大
き

なブ

期
経
営
計
画
で
掲
げ
る
海
外
で
の
建

ヵ
E

レ
は
な
い 。
と
こ
ろ
が 、
変
化
に

材
事
業
拡
大
を
加
速
さ
せ
る 。

•

} }・

^

•
t

1

血

伴
っ

て
進
化・
活
性
化
す
べ
き

▼
3
面
に「
ニ
ュ
ー

ス
の
周
辺」

i
>

＇と
同
州
ピ
ッ

ツ
バ
ー

グ 、
i
i

「
商
慣
習」
や
加
工
賃
体
系
な
ど

．．
 

の
「
取
引
ル
ー

ル」
な
ど
も 、
基

テ
キ
サ
ス
州
ダ
ラ
ス
の
4
i

本
戦
略
の
よ
う
に
ど
っ
し
り
と
構

年
産
20
万

吠

規

模

コ
ロ
ラ
ド

州
デ
ン
バ
ー

と
i
i

J
商
は 、
持
ち
株
会
社

セ
ム
コ
は
1
9
7
4
年
工
場
で
生
産
し
て
い
る 。

i
i

え
た
ま
ま
に
見
え
る 。

の
米
国
J
F
E

商事
ホ
ー

に
設
立
し 、
2
0
2
1

年

こ
れ
ま
で
J

商
は
構
造
��

鋼
材
価
格
や
諸
コ
ス
ト

が 、
か

“
 

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
を
通
じ
C
の
年
商
は
約
4
0
0
億
用
鋼
管
を
造
る
ロ
サ
ン
ゼ
E

つ
て
な
い
ほ
ど
に
高
騰
し 、
従
来

E
M
C
o
（
セ
ム
コ）
の
円 、
従
業
員
数
は
5
0
0
ル
ス
の
V
E
S
T
（
ベ
ス

i一

の
ま
ま
で
は
「
鉄
を
商
材
と
し
て

オ
ー

ナ
ー

で
あ
る
ポ
リ
千
人
強 。
亜
鉛
め
っ
き
鋼
板
卜）

や
鋼
管
流
通
の
ケ
リ

i
i
'

収
益
を
目
指
す
会
社」
と
し
て
発

ン
家
か
ら
全
株
を
取
得
す
(
G
I)

を
中
心
に
鋼
材
ー

パ
イ
プ
で
米
国
の

建材
i
i

展
が
難
し
く
な
り
つ
つ
あ
る 。
カ

る 。
米
連
邦
取
引
委
員
会
の
取
扱
い
数
景
は
年
間
20
需
要
を
捕
捉
し
て
き
た 。

i

ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル 、
D
X

と
司
法
省
の
承
認
を
経
万
砂
規
模
で 、
構
造
用・
ベ
ス
ト 、

セ
ム
コ
と
も
J

i
i

（
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ

i
i

シ
ョ
ン）
の
流
れ
も
加
速
し
そ

�
i
 

て 、
早
け
れ
ば
9
月
中
に
内
装
用
の
鋼
製
フ
レ
ー

ム
F
E
ス
チ
ー

ル
と
ニ
ュ

も
売
買
は
完
了
す
る
見
込
や
エ
キ
ス
パ
ン
ド

メ
タ
ル
コ
ア
が
出
資
す
る
カ
リ
フ
E

う
だ 。

み 。

な
ど
を
加
州
の
本
社
近
郊
ォ

ル
ニ
ア・
ス
チ
ー

ル・
i
i

し
か
し
冷
静
に
見
る
と 、
効
率

鉄
ス
ク
ラ
ッ

プ
電
炉
買
値

鉄鋼用資材価格

今
年
度
の

追
加
負
担

后
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麟
寧
弄
に
も「

諏
i

労
務
費・
原
材
料

が
必
至 。
工
業
ガ
ス
で
は

鉄
鋼
メ
ー

カ
ー

が
購
入
ゎ

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
す
る
資
材
は
多
岐
に
わ
た
1

攻
以
降 、
需
給
が
ひ
っ

迫
る
が 、
製
造
ラ
イ
ン
で
直
m

し
て
い
る
ヘ
リ
ウ
ム
な
ど
接
使
う
も
の
に
限
ら
ず 、
｝

が一
段
高
と
な
る
可
能
性
ど
の
資
材
が
不
足
し
て
も

空
閲
い 。

生
産
へ
の
影
響
は
避
け
ら
H
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資
源・
エ
ネ
ル
ギ
ー

高
雨

や
円
安
に
よ
る
企
業
物
価

の
上
昇
は 、
鉄
鋼
業
に
限
土

ら
ず 、
多
く
の
製
造
業
を
(

直
撃
し
て
い
る 。
こ
う
し
宕

た
動
き
を
加
速
さ
せ
て
い
｀〉

る
の
が 、
サ
プ
ラ
イ
チェ
臨

ー
ン（
供
給
網）
に
お
け
る
H




